
『
源
氏
物
語
』
の
童
殿
上

―
―
年
齢
へ
の
語
り
と
夕
霧
親
子
の
童
殿
上
―
―

青

木

慎

一

Ⅰ
、
は
じ
め
に

『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
童
殿
上
は
如
何
に
語
ら
れ
る
の
か
。
前
稿
で
は
、

「
内
裏
、
春
宮
の
殿
上
」
と
殿
上
の
場
所
が
明
示
さ
れ
る
夕
霧
の
例
を
取
り
上

げ
検
討
（
１
）

し
た
。
こ
の
童
殿
上
と
い
う
制
度
に
つ
い
て
は
、
服
藤
早
苗
氏
を
中
心

に
、
歴
史
学
の
分
野
で
研
究
が
深
め
ら
れ
て
（
２
）

い
る
。
服
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
童
殿

上
は
成
人
前
の
単
な
る
見
習
い
で
は
な
く
、
祖
父
や
父
の
政
治
的
威
勢
を
早
く

に
身
に
つ
け
、
成
人
後
の
上
昇
を
導
く
も
の
で
あ
り
、
童
舞
の
成
否
は
子
ど
も

の
将
来
を
大
き
く
左
右
し
、
舞
を
成
功
さ
せ
て
帝
か
ら
御
衣
を
下
賜
さ
れ
る
こ

と
が
家
の
面
目
躍
如
で
あ
っ
た
と
（
３
）

い
う
。

「
澪
標
」
巻
で
語
ら
れ
る
夕
霧
の
童
殿
上
に
つ
い
て
は
『
源
氏
物
語
』
と
同

時
代
の
頼
通
の
童
殿
上
が
内
裏
・
春
宮
同
時
で
あ
っ
た
こ
と
、
頼
通
の
童
殿
上

が
後
の
摂
関
家
の
先
例
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
古
記
録
の
記
述
か
ら
確
認
し
た
。

そ
し
て
、
内
裏
と
春
宮
同
時
の
童
殿
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
夕
霧
の

例
は
、
頼
通
と
の
関
連
が
色
濃
く
う
か
が
え
る
こ
と
、
夕
霧
に
源
氏
で
は
な
く

歴
然
た
る
臣
下
、
ひ
い
て
は
摂
関
家
の
嫡
男
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
童
殿
上
は
『
源
氏
物
語
』

に
お
い
て
意
識
的
に
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

物
語
に
は
夕
霧
の
例
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
童
殿
上
が
語
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
童
殿
上
の
あ
り
方
の
中
に
は
、
個
別
の
事
例
の
意
味
に
と
ど
ま

ら
ず
、
通
覧
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
問
題
も
存
在
す
る
。
本
稿
に
即
し
て
述

べ
れ
ば
、
そ
れ
は
年
齢
を
伴
っ
て
語
ら
れ
る
童
殿
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
源
氏
物
語
』
が
物
語
世
界
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
童
殿
上
に
如
何
な
る

意
味
を
付
し
た
の
か
。
古
記
録
に
見
ら
れ
る
童
殿
上
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
歴

史
学
の
知
見
を
参
照
し
つ
つ
前
稿
に
て
扱
っ
た
が
、
史
実
に
お
け
る
童
殿
上
時

の
年
齢
と
物
語
の
記
述
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
十
分
に
考
察
で
き
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
童
殿
上
時
の
年
齢
を
中
心
に
、
物
語
が
童
殿
上

を
語
る
意
図
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
ま
ず
は
、
物
語
中
で
年
齢
が
判
明
す
る
童

殿
上
の
例
を
概
観
し
、
そ
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
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Ⅱ
、
物
語
に
お
い
て
年
齢
表
記
を
伴
う
童
殿
上
の
例

『
源
氏
物
語
』
中
で
年
齢
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
次
の
四
例
で
あ
る
。

Ａ
、
中
将
の
御
子
の
、今
年
は
じ
め
て
殿
上
す
る
、八
つ
九
つ
ば
か
り
に
て
、

（
賢
木
―
二
―
一
四
一
）

Ｂ
、
男
君
た
ち
、
十
な
る
は
殿
上
し
た
ま
ふ
、
い
と
う
つ
く
し
。

（
真
木
柱
―
三
―
三
七
九
）

Ｃ
、
賀
皇
恩
と
い
ふ
も
の
を
奏
す
る
ほ
ど
に
、
太
政
大
臣
の
御
弟
子
の
十

ば
か
り
な
る
、
切
に
お
も
し
ろ
う
舞
ふ
。（
藤
裏
葉
―
三
―
四
六
〇
）

Ｄ
、
右
の
大
殿
の
御
子
ど
も
二
人
、
大
将
の
御
子
、
典
侍
腹
の
加
へ
て
三

人
、
ま
だ
小
さ
き
七
つ
よ
り
上
の
は
、
み
な
殿
上
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。

（
若
菜
下
―
四
―
一
八
〇
）

Ａ
は
、
韻
塞
ぎ
の
負
態
で
笙
の
笛
を
吹
く
頭
（
４
）

中
将
の
息
子
（
後
の
弁
少
将
）

を
紹
介
す
る
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
童
殿
上
時
の
年
齢
が
「
八
つ
九
つ

ば
か
り
」
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
直
前
に
「
今
年
は
じ
め
て
殿
上
す
る
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
中
に
童
殿
上
を
始
め
た
こ
と
も
分
か
る
。

Ｂ
で
は
、
鬚
黒
家
の
子
ど
も
の
童
殿
上
が
「
十
な
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
場

面
は
鬚
黒
が
式
部
卿
宮
邸
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
目
に
す
る
。
鬚
黒

の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
先
に
「
女
一
と
こ
ろ
、
十
二
三
ば
か
り
に
て
、
ま
た

次
々
男
二
人
な
ん
お
は
し
け
る
」（
真
木
柱
―
三
―
三
七
〇
）
と
紹
介
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
本
段
で
の
童
殿
上
は
童
殿
上
自
体
を
語
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
文
脈

で
は
な
く
、
長
男
に
ま
つ
わ
る
情
報
と
し
て
単
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、「
十
な
る
は
殿
上
し
た
ま
ふ
」
と
の
本
文
か
ら
は
、
こ
の
時
点
で

童
殿
上
を
始
め
た
の
か
、
以
前
か
ら
し
て
い
た
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
童
殿
上
開
始
時
の
年
齢
が
早
ま
る
可
能
性
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

Ｃ
の
場
面
は
、
六
条
院
行
幸
で
の
童
舞
だ
。
頭
中
将
の
息
子
の
年
齢
は
「
十

ば
か
り
」。
帝
・
院
の
御
前
で
の
童
舞
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
童
舞
に
合

わ
せ
て
童
殿
上
し
た
場
合
に
は
開
始
時
点
と
年
齢
は
一
致
す
る
。
逆
に
、
童
舞

以
前
に
童
殿
上
し
て
い
た
場
合
に
は
そ
の
年
齢
は
繰
り
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

Ｄ
に
お
い
て
は
、
鬚
黒
・
夕
霧
両
家
の
子
ど
も
が
列
記
さ
れ
る
中
、
夕
霧
の

子
ど
も
に
つ
い
て
の
み
「
ま
だ
小
さ
き
七
つ
よ
り
上
」
と
具
体
的
な
年
齢
が
示

さ
れ
る
。
彼
ら
は
朱
雀
院
五
十
賀
に
際
し
て
童
殿
上
す
る
と
考
え
ら
れ
、
童
殿

上
を
始
め
る
う
ち
の
最
年
少
の
年
齢
が
「
七
つ
よ
り
上
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
現
代
注
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
七
歳
以
上
と
す
る
。
そ
の

中
で
集
成
は
「
ま
だ
小
さ
い
七
つ
よ
り
上
の
子
は
」
と
注
し
て
、
八
歳
と
読
む

可
能
性
に
含
み
を
持
た
せ
て
い
る
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
後
段
に

て
「
ま
だ
い
と
小
さ
き
ほ
ど
に
て
」（
若
菜
下
―
四
―
二
七
九
）
と
形
容
さ
れ

る
夕
霧
の
三
男
が
童
舞
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
同
様
の
表
現

が
な
さ
れ
る
「
ま
だ
小
さ
き
七
つ
」
に
つ
い
て
も
夕
霧
三
男
を
指
す
と
解
す
る

の
が
適
当
だ
ろ
う
。
Ｄ
に
お
い
て
は
、
七
歳
以
上
の
子
た
ち
が
童
殿
上
し
た
と

判
断
で
き
る
。

以
上
の
四
例
か
ら
は
、
二
例
で
童
殿
上
開
始
時
の
年
齢
を
、
残
る
二
例
で
童

殿
上
が
語
ら
れ
る
時
点
で
の
年
齢
を
把
握
で
き
る
。
そ
し
て
、
物
語
で
語
ら
れ
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る
童
殿
上
の
年
齢
が
、
お
お
よ
そ
七
歳
か
ら
十
歳
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。
で
は
、
古
記
録
に
残
る
史
上
の
童
殿
上
の
年
齢
は
ど
う
か
。
続
い
て
、

史
実
に
お
け
る
童
殿
上
の
年
齢
を
確
か
め
る
。

Ⅲ
、
史
実
に
お
け
る
童
殿
上
の
年
齢

童
殿
上
に
つ
い
て
史
料
を
調
査
し
、
十
一
世
紀
中
期
ま
で
の
記
事
を
ま
と
め

た
服
藤
氏
の
結
果
に
基
づ
く
と
、
七
十
名
ほ
ど
の
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う

ち
、
年
齢
が
判
明
す
る
の
は
文
末
の
付
表
の
ご
と
く
、
二
十
一
名
と
な
る
。
年

齢
に
着
目
し
各
例
を
概
観
す
る
と
、
最
も
早
い
の
が
『
宇
多
天
皇
御
記
』
に
載

る
藤
原
忠
平
の
記
録
で
あ
る
。
忠
平
は
元
慶
四
（
八
八
〇
）
年
に
誕
生
し
て
お

り
、
十
歳
で
の
童
殿
上
と
な
る
。
し
か
し
、
忠
平
の
例
は
童
舞
の
記
事
で
あ
る

た
め
、
童
殿
上
自
体
は
こ
の
童
舞
よ
り
も
前
に
始
め
て
い
た
可
能
性
が
否
定
で

き
ず
、
童
殿
上
の
開
始
時
期
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
忠
平
に
続
く
の
は
、

藤
原
敦
忠
や
源
重
信
、
藤
原
兼
家
の
例
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
童
殿
上
を
開
始
し

た
時
点
の
記
録
で
あ
る
。
童
殿
上
の
開
始
は
、
延
喜
六
（
九
〇
六
）
年
生
ま
れ

の
敦
忠
が
十
二
歳
、
延
喜
二
十
二
（
九
二
二
）
年
生
ま
れ
の
重
信
が
十
三
歳
、

延
長
七
（
九
二
九
）
年
生
ま
れ
の
兼
家
が
十
歳
と
な
る
。
兼
家
か
ら
十
年
後
、

天
慶
二
（
九
三
九
）
年
生
の
藤
原
高
光
も
童
殿
上
を
始
め
た
の
は
十
歳
で
あ
っ

た
。天

徳
四
（
九
六
〇
）
年
の
内
裏
歌
合
で
は
、
多
く
の
童
が
殿
上
童
と
し
て
出

仕
し
、
歌
合
の
員
刺
（
算
刺
）
を
務
め
た
。
そ
の
う
ち
、
年
齢
が
判
明
す
る
の

は
天
暦
五
（
九
五
一
）
年
生
ま
れ
の
藤
原
朝
光
（
十
歳
）、
天
暦
七
（
九
五
三
）

年
生
ま
れ
の
藤
原
道
隆
（
八
歳
）、
天
暦
二
（
九
四
八
）
年
生
ま
れ
の
藤
原
時

光
（
十
三
歳
）
の
三
名
で
あ
る
。
相
当
数
の
童
が
こ
の
行
事
の
た
め
に
童
殿
上

し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
朝
光
・
道
隆
・
時
光
が
歌
合
に
合
わ
せ
て
の
童
殿
上

で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
以
前
か
ら
出
仕
し
て
い
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
は
得

ら
れ
な
い
。

歌
合
か
ら
六
年
後
、
康
保
三
（
九
六
六
）
年
の
藤
原
実
資
の
例
も
童
舞
で
あ

る
た
め
、
童
殿
上
を
始
め
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
実
資
の
生
ま
れ
は
天
徳
元

（
九
五
七
）
年
で
あ
り
、
当
時
十
歳
だ
っ
た
こ
と
が
『
西
宮
記
』
の
記
述
か
ら

把
握
で
き
る
。
実
資
か
ら
三
年
後
、
安
和
二
（
九
六
九
）
年
の
藤
原
正
光
と
藤

原
道
綱
の
童
殿
上
は
、『
公
卿
補
任
』
に
開
始
時
の
年
月
日
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
天
徳
元
（
九
五
七
）
年
生
ま
れ
の
正
光
が
十
三
歳
、
天
暦
九
（
九
五
五
）

年
生
ま
れ
の
道
綱
が
十
五
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

正
光
・
道
綱
の
例
か
ら
お
よ
そ
三
十
年
、
長
徳
三
（
九
九
七
）
年
に
藤
原
兼

綱
が
童
殿
上
し
た
こ
と
が
『
権
記
』
に
見
え
る
。
兼
綱
は
永
延
二
（
九
八
八
）

年
の
出
生
で
あ
り
、
十
一
歳
で
の
童
殿
上
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
同
じ
く『
権

記
』
に
記
さ
れ
る
の
が
藤
原
頼
通
の
童
殿
上
だ
。

頼
通
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
稿
に
て
論
じ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
要
点
を
記
す

に
止
め
る
。
頼
通
は
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
に
内
裏
と
春
宮
へ
同
時
に
童
殿
上

し
た
と
記
録
さ
れ
る
。
生
年
が
正
暦
三
（
九
九
二
）
年
の
頼
通
は
、
七
歳
で
童

殿
上
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
頼
通
の
童
殿
上
は
古
記
録
で
確
認
で
き
る

最
年
少
か
つ
初
出
の
事
例
で
あ
る
。
後
の
『
中
右
記
』
に
は
藤
原
忠
通
の
童
殿
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上
の
記
事
が
見
え
、
童
殿
上
に
際
し
て
提
出
し
た
代
々
の
名
簿
は
頼
通
に
倣
っ

た
こ
と
が
確
認
で
（
５
）

き
る
。
頼
通
の
童
殿
上
が
先
例
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
年
齢
が
明
ら
か
な
童
殿
上
は
、
頼
通
か
ら
八
年
を
経
た
寛
弘
三（
一

〇
〇
六
）
年
の
藤
原
兼
経
・
藤
原
実
経
・
藤
原
経
任
の
例
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ

童
殿
上
開
始
時
の
も
の
で
あ
り
、
長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
生
ま
れ
の
兼
経
が

七
歳
、
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
生
ま
れ
の
実
経
が
九
歳
、
長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）

年
生
ま
れ
の
経
任
が
七
歳
と
、
道
隆
や
頼
通
に
並
ぶ
早
さ
で
殿
上
を
聴
さ
れ
た

こ
と
が
『
権
記
』・『
御
堂
関
白
記
』
か
ら
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
御
堂
関
白

記
』
に
は
、
翌
年
の
藤
原
定
頼
の
童
殿
上
も
載
る
も
の
の
、
長
徳
元
（
九
九
五
）

年
に
生
ま
れ
た
定
頼
の
童
殿
上
は
十
六
歳
で
あ
り
、
年
齢
が
明
ら
か
な
例
と
し

て
は
か
な
り
遅
い
開
始
時
期
と
言
え
る
。

時
代
が
下
り
、
治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
に
は
『
小
右
記
』
に
藤
原
経
季
と

藤
原
兼
頼
の
名
が
見
え
、
寛
弘
七
（
一
〇
一
〇
）
年
生
ま
れ
の
経
季
が
十
四
歳
、

長
和
二
（
一
〇
一
四
）
年
生
ま
れ
の
兼
頼
が
十
歳
で
童
殿
上
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
が
、
童
舞
の
記
事
で
あ
る
た
め
、
童
殿
上
の
開
始
は
こ
の
時
点
よ
り

遡
る
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。
万
寿
二
（
一
〇
二
五
）
年
に
は
藤
原
信
家
が
童
殿

上
を
始
め
た
こ
と
が
同
じ
く
『
小
右
記
』
に
記
さ
れ
る
。
寛
仁
二
（
一
〇
一
八
）

年
に
生
を
受
け
た
信
家
の
童
殿
上
は
八
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
、
年
齢
の
分
か
る
童
殿
上
の
事
例
に
つ
い
て
古
記
録
を
中
心
に
概
観
し

た
。
古
記
録
の
記
述
か
ら
分
か
る
こ
と
の
う
ち
、
本
稿
に
関
わ
る
問
題
と
し
て

は
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
童
殿
上
の
開
始
時
期
は
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
若
年
化
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
延
喜
・
天
暦
頃
は
十
歳
か
ら
十
三

歳
で
童
殿
上
が
開
始
さ
れ
た
も
の
が
、
天
徳
内
裏
歌
合
で
は
八
歳
や
十
歳
で
の

童
殿
上
が
見
ら
れ
る
上
に
開
始
時
期
が
さ
ら
に
早
ま
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

長
徳
・
寛
弘
で
は
七
歳
・
九
歳
と
十
歳
未
満
で
童
殿
上
を
始
め
る
例
が
続
く
。

次
に
、
童
殿
上
の
最
年
少
と
な
る
年
齢
を
見
て
い
く
と
、
年
齢
の
定
ま
ら
な

い
藤
原
忠
平
を
除
け
ば
、
藤
原
兼
家
の
十
歳
、
藤
原
道
隆
の
八
歳
、
藤
原
頼
通

の
七
歳
と
、
い
ず
れ
も
摂
関
家
の
子
息
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
最
も
若
く
し
て

童
殿
上
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
十
歳
未
満
で
の
童
殿
上
が
増
え
る
の
が
頼
通
以
降
で
あ
る
点
に
留

意
し
た
い
。
十
歳
未
満
で
童
殿
上
し
た
記
録
と
し
て
は
藤
原
道
隆
の
八
歳
が
早

い
例
で
あ
る
が
、
道
隆
後
の
童
殿
上
で
は
藤
原
正
光
や
藤
原
兼
綱
の
ご
と
く
十

歳
を
下
回
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
藤
原
頼
通
が
七
歳
で
童
殿
上
し
て

か
ら
は
、
藤
原
兼
経
・
藤
原
実
経
・
藤
原
経
任
と
三
例
も
十
歳
未
満
で
の
童
殿

上
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
三
名
は
道
隆
や
頼
通
の
よ
う
な
摂
関
家

嫡
男
で
は
な
い
、
い
わ
ば
傍
流
の
子
弟
で
あ
り
、
早
期
の
童
殿
上
が
家
格
に
よ

る
も
の
で
な
い
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
後
代
に
は
頼
通
の
童
殿
上
が
先

例
と
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
兼
経
や
経
任
の
例
も
頼
通
に
倣
う
こ
と
で

七
歳
で
の
童
殿
上
が
実
現
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
古
記
録
と
物
語
の
年
齢
表
記
を
め
ぐ
っ
て
は
、
童
殿
上
の
開
始
と

童
舞
が
記
述
さ
れ
、
童
舞
で
は
童
殿
上
の
開
始
時
期
が
確
定
し
な
い
点
で
共
通

す
る
。
ま
た
、
物
語
で
語
ら
れ
る
年
齢
は
、
七
歳
が
頼
通
ら
、
八
歳
が
道
隆
、

十
歳
が
兼
家
や
実
資
ら
と
、
史
実
に
典
拠
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
古
記
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録
に
見
ら
れ
た
歌
合
の
殿
上
童
や
十
歳
を
上
回
る
年
齢
で
童
殿
上
を
始
め
る
例

は
、
物
語
中
に
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ｂ
の
鬚
黒
長
男
の
よ
う
に
童
殿
上
に

言
及
す
る
文
脈
で
開
始
時
期
が
曖
昧
な
記
載
は
古
記
録
に
見
ら
れ
な
い
。

右
で
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
節
で
物
語
の
年
齢
表
記
に
つ
い
て
具

体
的
な
考
察
を
進
め
た
い
。

Ⅳ
、
物
語
に
お
い
て
語
ら
れ
る
童
殿
上
の
年
齢

改
め
て
、
先
に
挙
げ
た
Ａ·

Ｂ·
Ｃ·
Ｄ
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
Ａ
と

Ｃ
は
頭
中
将
の
息
子
、
Ｂ
は
鬚
黒
の
長
男
、
Ｄ
は
鬚
黒
・
夕
霧
両
家
の
男
君
た

ち
の
童
殿
上
だ
。
い
ず
れ
も
、
物
語
中
で
次
代
の
一
上
の
座
を
争
う
家
の
子
ど

も
た
ち
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
道
隆
や
頼
通
の
よ
う
な
七
、
八
歳
で
の
童

殿
上
に
も
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
四
例
を
詳
し
く
見
て

い
く
と
、
不
自
然
な
点
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

Ｂ
に
お
い
て
、
鬚
黒
長
男
の
童
殿
上
が
直
近
の
出
来
事
で
あ
っ
た
の
か
、
以

前
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
Ｃ
に
お
い

て
も
あ
る
種
の
曖
昧
さ
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。「
太
政
大
臣
の
御
弟
子
」

と
さ
れ
る
こ
の
人
物
を
め
ぐ
っ
て
は
、

童
な
る
八
郎
君
は
む
か
ひ
腹
に
て
、
い
み
じ
う
か
し
づ
き
た
ま
ふ
が
、
い

と
う
つ
く
し
う
て
、

（
真
木
柱
―
三
―
三
八
三
）

と
、「
真
木
柱
」
巻
に
登
場
す
る
八
郎
君
と
同
一
人
物
と
す
る
読
み
も
見
ら
れ

る
。
現
代
注
で
は
、
大
系
・
全
集
・
完
訳
・
新
全
集
が
こ
う
し
た
見
解
を
提
示

す
る
。
も
し
こ
の
「
御
弟
子
」
が
八
郎
君
と
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、「
真
木
柱
」

の
巻
は
二
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
八
歳
ほ
ど
で
童
殿
上
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、「
童
な
る
八
郎
君
は
む
か
ひ
腹
に
て
」
と
い
う
記

述
か
ら
は
、
こ
の
時
点
で
の
童
殿
上
な
の
か
、
殿
上
の
時
期
が
よ
り
早
ま
る
の

か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、「
真
木
柱
」
巻
と
「
藤
裏
葉
」

巻
の
二
人
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
決
定
づ
け
る
手
が
か
り
も
得
ら
れ
な
い
。

Ｂ
と
Ｃ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
童
殿
上
の
実
状
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、

Ｃ
に
至
っ
て
は
語
ら
れ
る
人
物
の
来
歴
さ
え
不
確
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
物
語
中
の
童
殿
上
の
う
ち
限
ら
れ
た
例
で
し
か
明
示
さ
れ
な
い
年
齢
が
伴

う
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

物
語
が
あ
え
て
年
齢
に
言
及
す
る
か
ら
に
は
、
そ
こ
に
意
図
を
読
み
取
る
べ

き
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
端
的
に
表
す
の
が
Ｂ
の
場
面
だ
。
引
用
文
の
後
に
は
、
年

少
の
男
君
へ
の
言
及
が
続
く
。
そ
こ
で
は
、

次
の
君
は
、
八
つ
ば
か
り
に
て
、
い
と
ら
う
た
げ
に
、

（
真
木
柱
―
三
―
三
七
九
）

と
語
ら
れ
る
。
先
に
兄
君
が
「
十
な
る
は
殿
上
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
八
つ
ば
か
り
」
の
弟
は
童
殿
上
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
兄
は
十
歳
よ
り

早
く
童
殿
上
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
な
い
が
、
弟
に
つ
い
て
は
八
歳
の

時
点
で
童
殿
上
し
て
い
な
い
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。夕
霧
の
子
ど
も
が「
七

つ
よ
り
上
」、
弁
少
将
が
「
八
つ
九
つ
ば
か
り
」
で
童
殿
上
し
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
家
々
と
「
八
つ
ば
か
り
」
の
子
が
ま
だ
童
殿
上
前
の

鬚
黒
家
と
の
間
に
あ
る
格
差
が
見
え
て
く
る
。
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童
殿
上
は
、
祖
父
や
父
の
身
分
が
大
き
く
影
響
す
る
制
度
で
あ
る
。
若
年
で

の
童
殿
上
は
、
父
方
の
家
格
や
権
勢
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
。
道
隆
や
頼
通
の

例
を
見
て
も
、
父
は
兼
家
と
道
長
で
あ
り
、
当
代
一
の
家
柄
が
他
と
比
べ
て
早

期
の
童
殿
上
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翻
っ
て
、
物
語
に
お
い
て
明
ら

か
な
年
齢
と
し
て
は
、
夕
霧
息
の
「
七
つ
よ
り
上
」
と
弁
少
将
の
「
八
つ
九
つ

ば
か
り
」
が
年
少
と
な
る
。
光
源
氏
と
夕
霧
、
左
大
臣
と
頭
中
将
を
祖
父
と
父

に
持
つ
彼
ら
の
血
筋
に
並
ぶ
者
は
な
く
、
そ
れ
が
童
殿
上
の
年
齢
に
反
映
さ
れ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
他
の
子
ど
も
た
ち
も
七
歳
や
八
歳
で
童
殿
上
を
始
め
た
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
物
語
が
童
舞
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
以
前
か
ら
童

殿
上
を
始
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
例
も
含
ま
れ
る
た
め
だ
。
物
語
が
童
殿
上

を
始
め
る
際
の
年
齢
の
み
を
語
ら
な
い
か
ら
こ
そ
一
概
に
比
べ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
解
釈
の
余
地
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
ぜ
年
齢
を
示

す
例
を
限
定
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
年
齢
を
め
ぐ
る
語
り

の
様
相
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
童
殿
上
の
年
齢
を
め
ぐ
っ
て
は
、
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
点
が
あ

る
。
実
は
、
物
語
の
記
述
と
年
立
て
を
追
う
こ
と
で
、
童
殿
上
を
始
め
た
時
の

年
齢
を
あ
る
程
度
具
体
的
に
推
測
で
き
る
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
次
節
で
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

Ⅴ
、
物
語
で
推
測
可
能
な
童
殿
上
の
年
齢

物
語
に
お
い
て
、
年
齢
を
類
推
で
き
る
例
は
二
例
あ
る
。
一
つ
は
、

Ｅ
、
大
殿
腹
の
若
君
、
人
よ
り
こ
と
に
う
つ
く
し
う
て
、
内
裏
、
春
宮
の

殿
上
し
た
ま
ふ
。

（
澪
標
―
二
―
二
八
四
）

の
夕
霧
の
例
で
あ
る
。
夕
霧
は
「
葵
」
巻
で
の
誕
生
か
ら
年
立
て
上
の
空
白
年

は
な
く
、
こ
の
時
点
で
八
歳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
も
う
一
つ
は
先
に
引

い
た
Ｄ
の
例
で
あ
る
。

Ｄ
、
い
に
し
へ
も
、
遊
び
の
方
に
御
心
と
ど
め
さ
せ
た
ま
へ
り
し
か
ば
、

舞
人
、
楽
人
な
ど
を
心
こ
と
に
定
め
、
す
ぐ
れ
た
る
か
ぎ
り
を
と
と

の
へ
さ
せ
た
ま
ふ
。
右
の
大
殿
の
御
子
ど
も
二
人
、
大
将
の
御
子
、

典
侍
腹
の
加
へ
て
三
人
、
ま
だ
小
さ
き
七
つ
よ
り
上
の
は
、
み
な
殿

上
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
兵
部
卿
宮
の
童
孫
王
、
す
べ
て
さ
る
べ
き
宮
た

ち
の
御
子
ど
も
、
家
の
子
の
君
た
ち
、
み
な
選
び
出
で
た
ま
ふ
。

（
若
菜
下
―
四
―
一
八
〇
）

こ
こ
で
は
、
前
後
の
文
も
含
め
て
引
用
す
る
。
固
有
名
詞
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

鬚
黒
・
夕
霧
・
兵
部
卿
宮
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
鬚
黒
家
か
ら
は
二
人
、
夕

霧
家
か
ら
は
三
人
童
殿
上
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
個
々
の
人
物
紹
介

は
な
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
段
か
ら
個
人
を
特
定
し
、
童
殿
上
時
の
年
齢
を
算

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
に
対
応
す
る
後
段
の
Ｆ
の
文
を

参
照
す
る
こ
と
で
、
人
物
の
特
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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Ｆ
で
は
、
六
条
院
に
て
催
さ
れ
た
朱
雀
院
五
十
賀
の
予
行
の
様
子
が
次
の
よ

う
に
詳
述
さ
れ
る
。

Ｆ
、
右
の
大
殿
の
四
郎
君
、
大
将
殿
の
三
郎
君
、
兵
部
卿
宮
の
孫
王
の
君

た
ち
二
人
は
万
歳
楽
、
ま
だ
い
と
小
さ
き
ほ
ど
に
て
、
い
と
ら
う
た

げ
な
り
。
四
人
な
が
ら
い
づ
れ
と
な
く
、
高
き
家
の
子
に
て
、
容
貌

を
か
し
げ
に
か
し
づ
き
出
で
た
る
、
思
ひ
な
し
も
や
む
ご
と
な
し
。

ま
た
、
大
将
の
御
典
侍
の
二
郎
君
、
式
部
卿
宮
の
兵
衛
督
と
い
ひ
し
、

今
は
源
中
納
言
の
御
子
皇
？
、
右
の
大
殿
の
三
郎
君
陵
王
、
大
将
殿

の
太
郎
落
蹲
、
さ
て
は
太
平
楽
、
喜
春
楽
な
ど
い
ふ
舞
ど
も
を
な
む
、

同
じ
御
仲
ら
ひ
の
君
た
ち
、
大
人
た
ち
な
ど
舞
ひ
け
る
。

（
若
菜
下
―
四
―
二
七
九
）

こ
の
場
面
で
は
、
童
舞
に
参
加
し
た
人
物
と
担
当
し
た
舞
が
語
ら
れ
る
。
鬚
黒

家
か
ら
は
三
男
と
四
男
が
、
夕
霧
家
か
ら
は
長
男
・
次
男
・
三
男
が
出
仕
し
、

夕
霧
の
息
子
た
ち
に
つ
い
て
は
次
男
が
藤
典
侍
腹
だ
と
い
う
母
方
の
出
自
も
明

ら
か
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
で
は
童
殿
上
の
開
始
時
期
を
、
Ｆ
で
は
童
殿
上
し
た
人
物

を
確
定
で
き
る
。
両
場
面
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
年
齢
が
示
さ
れ
る
夕

霧
の
三
男
を
除
く
鬚
黒
の
三
男
・
四
男
、
夕
霧
の
長
男
・
次
男
の
四
名
が
何
歳

で
童
殿
上
し
た
か
を
推
し
量
る
に
足
る
情
報
が
得
ら
れ
る
の
だ
。

ま
ず
は
、
鬚
黒
の
二
子
か
ら
見
て
い
こ
う
。
三
男
の
誕
生
は
「
そ
の
年
の
十

一
月
に
、
い
と
を
か
し
き
児
を
さ
へ
抱
き
出
で
た
ま
へ
れ
ば
、」（
真
木
柱
―
三

―
三
九
七
）
と
語
ら
れ
る
。
童
殿
上
す
る
「
若
菜
下
」
巻
か
ら
す
る
と
、「
真

木
柱
」
巻
で
の
三
男
出
生
は
八
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
男

の
年
齢
は
数
え
で
九
歳
と
な
る
。
そ
し
て
、
四
男
に
つ
い
て
は
「
若
菜
上
」
巻

に
「
幼
き
君
も
い
と
う
つ
く
し
く
て
も
の
し
た
ま
ふ
。
尚
侍
の
君
は
、
う
ち
つ

づ
き
て
も
御
覧
ぜ
ら
れ
じ
と
の
た
ま
ひ
け
る
を
、」（
若
菜
上
―
四
―
五
六
）
と

あ
る
。
こ
の
場
面
は
玉
鬘
主
催
の
四
十
賀
の
折
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

一
月
二
十
三
日
と
正
確
な
日
付
を
特
定
で
き
る
。
玉
鬘
が
三
男
を
生
ん
で
か
ら

四
十
賀
ま
で
の
間
は
二
年
だ
が
、
出
産
が
一
昨
年
の
十
一
月
、
四
十
賀
が
当
年

一
月
と
実
質
的
に
は
一
年
二
ヶ
月
し
か
な
い
。
四
十
賀
の
際
、
三
男
と
四
男
に

つ
い
て
は
「
振
分
髪
の
何
心
な
き
直
衣
姿
」（
若
菜
上
―
四
―
五
六
〜
五
七
）

と
さ
れ
る
。
三
男
が
生
ま
れ
て
か
ら
す
ぐ
懐
妊
し
た
と
し
て
も
、
四
十
賀
の
時

点
で
の
四
男
は
生
後
半
年
も
経
っ
て
お
ら
ず
不
審
は
残
る
が
、
本
文
を
優
先
さ

せ
る
な
ら
ば
三
男
出
生
後
の
翌
年
の
早
い
段
階
で
四
男
の
誕
生
が
望
ま
れ
る
。

「
う
ち
つ
づ
き
て
」
と
の
表
現
も
お
そ
ら
く
翌
年
に
四
男
を
授
か
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
生
ま
れ
た
時
が
定
か
で
な
い
四
男
も
、
前
後
関
係
か

ら
は
「
八
つ
ば
か
り
」
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
は
ず
だ
。

次
に
、
夕
霧
の
子
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
三
男
は
「
ま
だ
小
さ
き
七
つ
」

と
語
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
長
男
と
次
男
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
彼
ら
の
年

齢
を
知
る
手
が
か
り
は
、「
若
菜
上
」
巻
の
光
源
氏
の
会
話
に
あ
る
。

中
納
言
の
い
つ
し
か
と
儲
け
た
な
る
を
、
こ
と
ご
と
し
く
思
ひ
隔
て
て
、

ま
だ
見
せ
ず
か
し
。

（
若
菜
上
―
四
―
五
七
）

右
は
玉
鬘
主
催
の
四
十
賀
の
折
に
な
さ
れ
た
発
言
で
あ
る
た
め
、
鬚
黒
の
三
男

や
四
男
の
こ
と
を
語
っ
た
時
と
同
様
、
一
月
二
十
三
日
と
い
う
正
確
な
日
付
を
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把
握
で
き
る
。

大
将
の
あ
ま
た
儲
け
た
な
る
を
、
今
ま
で
見
せ
ぬ
が
う
ら
め
し
き
に
、
か

く
ら
う
た
き
人
を
ぞ
得
た
て
ま
つ
り
た
る

（
若
菜
上
―
四
―
一
一
〇
）

こ
ち
ら
は
明
石
女
御
に
若
宮
が
生
ま
れ
、
産
養
が
催
さ
れ
る
中
で
発
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
明
石
女
御
の
出
産
は
「
三
月
の
十
余
日
の
ほ
ど
」
と
さ
れ
る
。

産
養
が
挙
行
さ
れ
る
の
は
産
後
三
日
・
五
日
・
七
日
・
九
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
月
中
旬
ご
ろ
の
源
氏
の
言
葉
と
確
認
で
き
る
。

夕
霧
と
雲
居
雁
の
結
婚
は
四
十
賀
の
前
年
の
四
月
七
日
で
あ
り
、
長
男
誕
生

ま
で
九
ヶ
月
半
の
期
間
し
か
な
い
が
、
こ
こ
は
本
文
に
即
し
て
考
え
る
ほ
か
な

い
。
ま
た
、
四
十
賀
の
翌
年
に
あ
た
る
産
養
の
段
で
は
、
夕
霧
の
子
は
「
あ
ま

た
儲
け
た
な
る
」
と
語
ら
れ
、
そ
れ
な
り
の
人
数
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
童
殿
上
に
際
し
て
語
ら
れ
る
三
男
の
「
七
つ
」
と
い
う
年
齢
を
加
味
す
る

と
、
童
舞
よ
り
五
年
前
の
こ
の
時
点
で
は
す
で
に
生
ま
れ
て
お
り
、「
あ
ま
た
」

の
中
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
夕
霧
と
雲
居
雁
が
結
ば
れ
て
か
ら

長
男
誕
生
ま
で
の
期
間
、
そ
し
て
同
じ
く
雲
居
雁
腹
の
三
男
の
出
産
と
童
舞
の

時
点
で
の
数
え
で
「
七
つ
」
を
満
た
す
と
な
る
と
、
現
実
的
に
は
か
な
り
厳
し

い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
結
婚
か
ら
三
男
が
数
え
で
七

歳
と
な
る
ま
で
に
は
二
十
ヶ
月
と
二
十
日
あ
ま
り
し
か
な
く
、
そ
の
間
に
二
子

を
生
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

こ
の
期
間
内
で
物
語
の
記
述
と
で
き
る
だ
け
相
違
し
な
い
設
定
を
想
定
す
る

と
、
長
男
は
結
婚
同
年
の
末
か
翌
年
の
二
十
日
ご
ろ
ま
で
、
三
男
は
結
婚
翌
年

の
十
一
月
か
十
二
月
あ
た
り
の
出
生
で
あ
ろ
う
。
藤
典
侍
腹
の
次
男
は
長
男
よ

り
後
で
三
男
よ
り
前
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
か
ま
わ
な
い
が
、「
い
つ
し
か
と
儲

け
た
な
る
」
と
い
う
源
氏
の
言
か
ら
は
複
数
の
子
が
生
ま
れ
た
と
は
考
え
に
く

い
の
で
、
四
十
賀
よ
り
は
後
と
す
べ
き
か
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま

と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
流
れ
に
な
る
。

雲
居
雁
と
の
結
婚
（
四
月
七
日
）

◇
長
男
誕
生
（
年
末
〜
翌
年
二
十
日
ご
ろ
に
か
け
て
か
）

【
新
年
】

源
氏
四
十
賀
（
一
月
二
十
三
日
）

◇
次
男
誕
生
（
源
氏
四
十
賀
と
三
男
の
間
の
期
間
）

◇
三
男
誕
生
（
十
一
月
〜
十
二
月
あ
た
り
か
）

【
新
年
】

明
石
姫
君
所
生
の
若
宮
産
養
（
三
月
中
旬
ご
ろ
）

【
五
年
後
】

夕
霧
子
息
の
童
殿
上

こ
の
想
定
の
下
で
は
、
Ｄ
の
童
殿
上
の
時
に
数
え
で
八
歳
の
可
能
性
が
高
い
長

男
は
「
七
つ
八
つ
ば
か
り
」、
七
歳
の
可
能
性
が
高
い
次
男
は
「
七
つ
ば
か
り
」、

三
男
が
「
七
つ
」
と
な
る
。
実
際
に
は
非
現
実
的
な
展
開
で
は
あ
る
も
の
の
、

物
語
の
時
間
経
過
や
嫡
庶
の
出
自
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
三
人
の
年
齢
設
定
が

成
り
立
つ
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
で
語
ら
れ
る
童
殿
上
で
は
「
九
つ
」
の
鬚
黒
三
男
、「
八

つ
ば
か
り
」
の
鬚
黒
四
男
、「
七
つ
八
つ
ば
か
り
」
の
夕
霧
長
男
、「
七
つ
ば
か

り
」
の
夕
霧
次
男
、「
七
つ
」
の
夕
霧
三
男
と
、
本
来
個
別
に
年
齢
が
示
せ
る
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人
物
名

場
面

年
齢
表
記

弁
少
将

Ａ

八
つ
九
つ
ば
か
り

夕
霧

Ｅ

八
歳

鬚
黒
長
男

Ｂ

十
な
る

頭
中
将
「
御
弟
子
」

Ｃ

十
ば
か
り
な
る

鬚
黒
三
男

Ｄ

九
つ

鬚
黒
四
男

Ｄ

八
つ
ば
か
り

夕
霧
長
男

Ｄ

七
つ
八
つ
ば
か
り

夕
霧
次
男

Ｄ

七
つ
ば
か
り

夕
霧
三
男

Ｄ

ま
だ
小
さ
き
七
つ

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
語
は
下
限
の
年
齢
を
語
る
に
と
ど
め
、
個
々
の
年

や
年
齢
の
幅
に
は
一
切
ふ
れ
な
い
。
特
に
鬚
黒
四
男
の
「
八
つ
ば
か
り
」
と
い

う
年
齢
は
、
同
じ
く
「
八
つ
ば
か
り
」
で
童
殿
上
し
て
い
な
か
っ
た
次
男
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
頭
中
将

の
「
御
弟
子
」
も
「
真
木
柱
」
巻
の
八
男
と
同
人
で
あ
る
な
ら
ば
、「
八
つ
ば

か
り
」
の
時
点
で
童
殿
上
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
え
て
曖
昧
に
し
て
い
る
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

以
下
（
６
）

の
表
に
ま
と
め
た
通
り
、
年
齢
が
語
ら
れ
る
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
四
名
に

加
え
、
夕
霧
・
鬚
黒
両
家
の
四
名
、
年
立
て
か
ら
逆
算
で
き
る
夕
霧
と
、
実
際

に
は
九
名
も
の
年
齢
が
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
節
で
は
、
年
齢
が
関
わ
る
童
殿
上
の
語
り
の
意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

Ⅵ
、
童
殿
上
の
年
齢
と
語
り
の
偏
り

上
記
の
表
か
ら
は
、
物
語
が
語
る
年
齢
と
語
ら
な
い
年
齢
を
取
捨
選
択
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
物
語
に
お
け
る
童
殿
上
の
語
ら
れ
方
は
、

童
殿
上
の
開
始
に
合
わ
せ
て
語
ら
れ
る
場
合
と
童
殿
上
の
開
始
時
期
が
特
定
で

き
な
い
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
年
齢
へ
の
言
及
は
見
ら
れ

る
が
、
後
者
の
場
合
に
は
童
殿
上
を
始
め
た
年
齢
が
早
ま
る
可
能
性
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

童
殿
上
の
開
始
時
点
を
確
定
で
き
な
い
Ｂ
と
Ｃ
の
例
で
は
、
結
果
的
に
「
十

歳
」
と
い
う
年
齢
だ
け
が
漠
然
と
印
象
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、

童
殿
上
の
状
況
を
朧
化
さ
せ
る
こ
と
で
い
つ
童
殿
上
を
始
め
た
の
か
解
釈
の
余

地
を
残
す
、
語
り
の
恣
意
が
顕
著
に
な
る
の
で
あ
る
。
開
始
時
期
に
含
み
を
持

た
せ
る
こ
と
で
他
の
人
物
と
同
様
に
年
少
で
の
童
殿
上
の
可
能
性
を
持
た
せ
つ

つ
、
十
歳
の
時
点
で
の
童
殿
上
を
印
象
付
け
る
企
図
が
看
取
で
き
る
。

そ
の
一
方
、
弁
少
将
や
夕
霧
、
鬚
黒
・
夕
霧
両
家
の
子
息
の
童
殿
上
は
い
ず

れ
も
童
殿
上
を
始
め
た
時
点
で
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
年
齢
は
必
然
的
に
開
始

時
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
年
齢
は
七
歳
か
ら
九
歳
と
、
古
記
録
に
見
ら
れ
る
史

上
の
例
で
は
か
な
り
若
年
で
の
童
殿
上
に
相
当
す
る
。
源
氏
、
頭
中
将
、
鬚
黒
、

夕
霧
ら
の
一
族
は
政
権
の
中
で
枢
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
上
、
家
柄
と
し
て

も
申
し
分
が
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
が
早
期
の
童
殿
上
を
可
能
に
す
る
の
で
あ

り
、
童
殿
上
に
際
し
て
語
ら
れ
る
年
齢
は
家
格
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
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こ
の
年
齢
に
着
目
す
る
時
、
頭
中
将
や
鬚
黒
の
家
の
子
と
、
夕
霧
と
そ
の
子

ど
も
た
ち
の
例
で
は
相
違
点
も
認
め
ら
れ
る
。
頭
中
将
・
鬚
黒
家
の
子
の
場
合

に
は
童
殿
上
の
開
始
時
点
と
そ
う
で
な
い
例
が
混
在
し
、
判
明
す
る
年
齢
は
八

〜
十
歳
と
な
る
。
夕
霧
や
そ
の
息
子
の
場
合
は
全
て
童
殿
上
の
開
始
時
の
例
で

あ
り
、年
齢
は
七
歳
か
八
歳
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。物
語
は
、童
殿
上
に
あ
た
っ

て
最
も
若
い
年
齢
と
確
た
る
時
期
を
夕
霧
の
親
子
に
提
示
す
る
。

夕
霧
息
の
七
歳
で
の
童
殿
上
は
物
語
中
最
も
早
く
、
史
実
で
も
頼
通
に
対
応

す
る
最
年
少
の
例
で
あ
る
。
物
語
が
七
歳
と
い
う
年
齢
を
選
択
し
、
そ
れ
を
夕

霧
の
子
ど
も
に
の
み
適
用
す
る
こ
と
に
は
特
段
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

見
る
べ
き
だ
。
そ
れ
は
、
童
殿
上
へ
の
語
り
か
ら
も
説
明
で
き
る
。

Ｂ
や
Ｃ
の
童
殿
上
の
開
始
が
七
歳
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
物
語

は
そ
れ
を
語
ら
な
い
た
め
、
積
極
的
に
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

Ｄ
に
お
い
て
鬚
黒
三
男
が
九
歳
、
四
男
が
八
歳
と
、
両
名
と
も
十
歳
未
満
で
の

童
殿
上
で
あ
る
も
の
の
、
物
語
が
そ
の
年
齢
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら

の
年
齢
が
語
ら
れ
て
い
れ
ば
、
夕
霧
に
並
ぶ
若
さ
で
の
童
殿
上
で
あ
る
こ
と
が

瞭
然
と
な
っ
た
が
、
物
語
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
結
果
的
に
、
読
者
に
印
象

付
け
ら
れ
る
の
は
弁
少
将
の
八
・
九
歳
、
鬚
黒
長
男
や
頭
中
将
の
子
の
十
歳
、

夕
霧
三
男
の
七
歳
と
い
う
年
齢
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
は
鬚
黒
三
男
・
四

男
が
十
歳
未
満
で
童
殿
上
す
る
た
め
家
ご
と
の
年
齢
差
は
縮
ま
る
も
の
の
、
表

立
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
明
示
さ
れ
た
年
齢
こ
そ
が
比
較
基
準
と
な
る
。

物
語
が
意
識
的
に
年
齢
差
を
設
け
、
語
る
年
齢
と
語
ら
な
い
年
齢
を
峻
別
し
て

い
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
の
だ
。
夕
霧
の
一
族
と
他
と
の
年
齢
差
は
僅
か
と
は

い
え
、
そ
こ
に
は
厳
然
た
る
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

夕
霧
の
童
殿
上
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
若
く
し
て
童
殿
上
を
認
め
ら
れ
た
藤

原
頼
通
と
対
応
し
、
源
氏
の
勢
い
を
誇
る
と
と
も
に
自
身
の
将
来
性
に
も
寄
与

す
る
こ
と
を
前
稿
に
て
論
じ
た
。
ま
た
、
Ｄ
で
夕
霧
の
子
に
用
い
ら
れ
る
「
ま

だ
小
さ
き
七
つ
よ
り
上
」
も
、
頼
通
の
年
齢
と
通
ず
る
点
で
特
殊
性
を
認
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
夕
霧
息
の
七
歳
は
、
古
記
録
に
残
る
年
齢
で
最
も
若
い
。

現
在
確
認
で
き
る
記
録
の
中
で
七
歳
で
童
殿
上
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
頼
通
の

ほ
か
藤
原
兼
経
・
藤
原
経
任
の
二
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
頼
通
の
童
殿
上
が
長

徳
四
（
九
九
八
）
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
兼
経
・
経
任
の
童
殿
上
は
寛
弘
三

（
一
〇
〇
六
）
年
と
、
頼
通
よ
り
も
八
年
遅
い
。
ま
た
、
頼
通
以
前
に
若
年
で

童
殿
上
し
た
例
は
、
天
徳
四
（
九
六
〇
）
年
の
藤
原
道
隆
ま
で
遡
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
兼
経
・
経
任
の
家
格
は
頼
通
に
は
及
ば
ず
、
物
語
中
で

権
力
の
中
心
に
あ
る
夕
霧
親
子
と
も
通
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
夕

霧
三
男
の
七
歳
童
殿
上
は
頼
通
の
年
齢
と
関
連
付
け
ら
れ
る
は
ず
だ
。
夕
霧
の

童
殿
上
は
頼
通
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
た
め
、
息
子
の
童
殿
上
に
つ
い
て
も
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
祖
父
や
父
の
威
光
を
継
承
す
る
童
殿
上
制
の
意

義
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。
父
夕
霧
の
童
殿
上
と
齟
齬
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
適
用
し

た
の
が
、
頼
通
と
同
じ
七
歳
と
い
う
年
齢
で
の
童
殿
上
で
あ
っ
た
と
解
せ
よ
う
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
語
ら
れ
た
年
齢
が
三
男
に
軸
を
置

く
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
。
頼
通
の
例
に
比
す
る
な
ら
ば
、
嫡
男
で
あ
る
ほ
う
が

望
ま
し
い
。
現
に
、
Ｄ
の
童
殿
上
に
は
「
大
将
の
御
子
、
典
侍
腹
の
加
へ
て
三

人
」
と
、
正
妻
で
あ
る
雲
居
雁
腹
の
長
男
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
長
男
を
七
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歳
に
し
て
し
ま
う
と
次
男
や
三
男
の
年
齢
設
定
が
現
実
離
れ
し
た
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
。
Ｄ
に
お
い
て
史
実
と
相
違
し
つ
つ
も
三
男
を
取
り
上
げ
て
七
歳
と

語
る
の
は
、
七
歳
で
の
童
殿
上
に
よ
っ
て
当
代
随
一
の
勢
威
を
示
す
こ
と
と
、

童
舞
を
構
成
す
る
上
で
七
歳
と
し
て
不
自
然
で
な
い
人
物
を
置
く
こ
と
を
両
立

さ
せ
る
腐
心
の
手
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。嫡
男
が
お
り
な
が
ら
も「
七

つ
よ
り
上
」
と
三
男
を
起
点
と
す
る
童
殿
上
の
語
り
は
、
物
語
が
七
歳
と
い
う

年
齢
に
注
意
し
て
い
る
こ
と
の
証
徴
で
あ
る
は
ず
だ
。
物
語
が
童
殿
上
の
年
齢

に
つ
い
て
周
到
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
単
に
年
齢
を
示
す
だ
け
で
は
な
い
「
ま
だ
小
さ
き
七
つ
」
と
の
表
現

に
も
目
を
向
け
た
い
。「
ま
だ
小
さ
き
」
は
子
ど
も
な
が
ら
の
幼
さ
を
一
般
的

に
は
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
八
歳
の
時
点
で
童
殿
上
し
て
い
な
か
っ
た

鬚
黒
次
男
が
「
い
と
ら
う
た
げ
」
と
さ
れ
る
こ
と
と
は
異
な
る
意
味
合
い
が
あ

る
は
ず
だ
。
七
歳
で
童
殿
上
す
る
夕
霧
三
男
へ
の
「
ま
だ
小
さ
き
七
つ
」
と
い

う
言
辞
は
、
幼
さ
を
印
象
付
け
る
一
方
で
、
幼
さ
を
残
す
ほ
ど
年
少
で
あ
っ
て

も
童
殿
上
を
可
能
に
す
る
夕
霧
家
の
権
勢
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
夕
霧
一
族

の
童
殿
上
で
は
、
年
齢
が
勢
威
の
発
揚
に
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
点
で
他
と

一
線
を
画
す
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
物
語
か
ら
読
み
取
れ
る
童
殿
上
の
年
齢
表
記
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

夕
霧
と
子
ど
も
の
童
殿
上
を
め
ぐ
っ
て
は
、
年
齢
の
他
に
も
語
り
の
観
点
か
ら

考
察
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。

Ⅶ
、
夕
霧
と
子
ど
も
た
ち
の
童
殿
上
の
差
異

こ
れ
ま
で
夕
霧
と
子
ど
も
た
ち
の
童
殿
上
に
つ
い
て
は
一
連
の
も
の
と
し
て

扱
っ
て
き
た
が
、
童
殿
上
を
通
し
て
見
え
て
く
る
夕
霧
親
子
の
あ
り
方
に
は
、

実
は
明
ら
か
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
夕
霧
自
身
の
例
で
は
、
個
人
が
特

定
さ
れ
、
童
殿
上
が
物
語
展
開
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
と
り
わ
け
、「
内
裏
、

春
宮
の
殿
上
」
と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
表
現
は
頼
通
の
例
を
髣
髴
さ
せ
、
登

場
機
会
が
少
な
い
幼
少
時
の
人
物
像
の
形
成
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
は
、
夕
霧
の
子
ど
も
の
場
合
は
ど
う
か
。

さ
し
あ
た
り
、
既
述
の
Ｄ
か
ら
見
て
み
よ
う
。「
若
菜
下
」
巻
の
童
舞
の
場

面
か
ら
は
、
雲
居
雁
腹
の
二
人
と
藤
典
侍
腹
の
一
人
の
三
名
が
童
殿
上
し
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
後
段
の
Ｆ
と
照
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
雲
居
雁
腹
が
長
男
と

三
男
、
典
侍
腹
が
次
男
と
個
人
の
特
定
は
可
能
だ
。
た
だ
、
こ
の
三
名
が
後
の

物
語
で
活
躍
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
前
節
で
「
七
つ
よ
り
上
」
と
い
う
年
齢

に
着
目
し
、
他
家
よ
り
も
早
く
、
歴
史
的
に
も
若
年
で
の
童
殿
上
を
印
象
付
け

る
語
り
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
頼
通
と
の
関
連
事
項
が
新
た
な
展
開
を
も
た

ら
す
夕
霧
の
時
と
は
異
な
る
と
言
え
る
。

続
い
て
、「
幻
」
巻
で
語
ら
れ
る
童
殿
上
を
取
り
上
げ
る
。

Ｇ
、
五
節
な
ど
い
ひ
て
、
世
の
中
そ
こ
は
か
と
な
く
い
ま
め
か
し
げ
な
る

こ
ろ
、
大
将
殿
の
君
た
ち
、
童
殿
上
し
た
ま
ひ
て
参
り
た
ま
へ
り
。

同
じ
ほ
ど
に
て
、
二
人
い
と
う
つ
く
し
き
さ
ま
な
り
。
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（
幻
―
四
―
五
四
五
）

こ
こ
で
は
、
五
節
を
控
え
て
下
の
子
二
人
が
童
殿
上
し
た
こ
と
を
簡
潔
に
述
べ

る
ば
か
り
だ
。
直
後
に
「
御
叔
父
の
頭
中
将
、
蔵
人
少
将
な
ど
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
雲
居
雁
と
の
子
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
も
の
の
、
個
人
を
特
定
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
何
歳
で
の
童
殿
上
で
あ
る
の
か
を
確
か
め
る
術
も
（
７
）

な
い
。

Ｄ
と
Ｇ
を
合
わ
せ
る
と
、
五
名
の
童
殿
上
が
語
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
後
の

「
夕
霧
」
巻
で
は
子
ど
も
た
ち
の
出
自
の
詳
細
が
明
か
さ
れ
る
。
男
子
に
つ
い

て
は
、
雲
居
雁
腹
が
大
郎
君
・
三
郎
君
・
五
郎
君
・
六
郎
君
、
藤
典
侍
腹
が
二

郎
君
と
四
郎
君
で
（
８
）

あ
る
。
朱
雀
院
五
十
賀
の
時
よ
り
六
年
間
で
、
夕
霧
家
の
男

子
五
名
の
童
殿
上
が
語
ら
れ
る
。
し
か
も
、
雲
居
雁
腹
が
四
名
、
藤
典
侍
腹
が

一
名
と
、
正
妻
で
あ
る
雲
居
雁
腹
に
つ
い
て
は
全
て
の
男
君
の
童
殿
上
に
言
及

す
る
。
童
殿
上
の
有
無
が
判
明
し
な
い
の
は
藤
典
侍
腹
の
四
郎
君
で
あ
り
、
こ

こ
に
は
嫡
庶
の
差
が
関
係
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
こ
れ
だ
け
の
数
の
童
殿

上
が
語
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
と
し
て
人
物
造
型
が
具
体
化
し
な
い

の
は
物
語
の
関
心
が
そ
こ
に
な
い
と
見
る
ほ
か
な
い
。
童
殿
上
が
祖
父
や
父
の

威
勢
を
子
が
継
承
す
る
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
を
語
る
目
的
が
童
殿
上
す
る
子
ど

も
に
な
い
な
ら
ば
、
親
や
家
に
求
め
る
以
外
な
い
。
夕
霧
子
息
の
童
殿
上
は
、

家
の
拡
大
を
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

そ
れ
が
最
も
よ
く
分
か
る
「
宿
木
」
巻
の
例
を
引
く
。

Ｈ
、
右
の
大
殿
の
御
七
郎
、
童
に
て
笙
の
笛
吹
く
。
い
と
う
つ
く
し
か
り

け
れ
ば
御
衣
賜
す
。
大
臣
下
り
て
舞
踏
し
た
ま
ふ
。

（
宿
木
―
五
―
四
八
五
）

帝
主
催
の
藤
花
の
宴
に
お
い
て
、
夕
霧
の
七
男
が
笙
の
演
奏
を
立
派
に
務
め
た

こ
と
が
語
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
「
七
郎
」
と
い
う
素
性
が
一
切
語
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
人
物
が
突
然
登
場
す
る
。「
夕
霧
」
巻
で
は
六
男
ま
で
し
か
登
場
し
て

い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
後
新
た
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
本
場
面
が
初
出
に
も
関
わ
ら
ず
、
七
男
と
い
う
こ
と
以
外
何
一
つ
分

か
ら
な
い
語
り
の
姿
勢
に
、
こ
の
人
物
の
持
つ
意
味
が
顕
著
に
表
れ
て
い
よ
う
。

七
男
へ
の
語
り
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｄ
・
Ｇ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
宴
席
で
の
管
弦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
童
舞
と
同
様
に
童
殿
上
の
開
始
時

期
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
年
齢
も
示
さ
れ
ず
、
Ｄ
と
Ｇ
で

は
必
ず
言
及
の
見
ら
れ
た
出
自
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
極
端
な

ま
で
に
語
ら
れ
方
が
違
う
の
だ
。
年
齢
や
出
自
な
ど
は
対
象
と
は
な
ら
ず
、
代

わ
っ
て
語
ら
れ
る
の
は
、
帝
か
ら
着
て
い
た
衣
を
下
賜
さ
れ
、
父
の
夕
霧
が
息

子
に
代
わ
っ
て
返
礼
の
拝
舞
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
童
舞
を
成
功
さ
せ

帝
か
ら
御
衣
を
賜
る
こ
と
が
家
の
面
目
躍
如
で
あ
る
と
の
服
藤
氏
の
見
解
を
引

（
９
）

い
た
。
本
場
面
は
童
舞
で
は
な
く
笙
の
演
奏
で
あ
る
と
は
い
え
、
夕
霧
か
ら
す

れ
ば
、衆
目
の
下
に
こ
の
上
な
い
栄
誉
を
手
に
し
、自
家
の
盛
栄
を
誇
示
す
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
は
ず
だ
。
ま
た
、
そ
う
し
た
結
果
を
実
現
さ
せ
る
だ
け
の

権
力
を
見
せ
つ
け
た
こ
と
に
も
な
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
家
の
基

盤
を
安
定
さ
せ
る
人
材
の
輩
出
を
象
徴
す
る
童
殿
上
の
開
始
で
は
な
く
、
家
の

繁
栄
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
新
た
な
男
君
の
登
場
こ
そ
が
求
め
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
年
齢
や
出
自
と
い
っ
た
細
部
は
省
か
れ
、
宴

で
活
躍
す
る
新
し
い
息
男
と
い
う
最
低
限
の
要
素
の
み
が
語
ら
れ
た
と
言
え
る
。
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Ｄ
・
Ｇ
・
Ｈ
の
例
を
通
じ
、
長
い
時
の
流
れ
の
中
で
他
家
よ
り
も
大
人
数
の

童
殿
上
が
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
夕
霧
の
童
殿
上
の
よ
う
に
人
物
造
型
の
輪
郭

を
補
完
し
た
り
、
物
語
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
す
急
速
な
昇
進
を
も
た
ら
し
た
り

す
る
こ
と
は
な
い
。「
椎
本
」
巻
に
は
、
匂
宮
の
初
瀬
詣
の
帰
路
に
付
き
従
っ

た
者
と
し
て
「
右
大
弁
、
侍
従
宰
相
、
権
中
将
、
頭
少
将
、
蔵
人
兵
衛
佐
」（
椎

本
―
五
―
一
七
〇
）
の
名
が
見
え
る
。
当
該
の
記
述
に
つ
い
て
、
浅
尾
広
良
氏

が
夕
霧
の
子
ど
も
た
ち
の
勢
力
拡
張
は
読
み
取
れ
る
も
の
の
、
個
々
の
人
物
は

特
定
さ
れ
ず
、
政
界
に
お
け
る
地
位
を
示
す
こ
と
に
し
か
注
意
が
払
わ
れ
な
い

と
指
摘
（
１０
）

す
る
。
官
職
名
と
人
数
以
上
の
情
報
を
持
ち
え
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、

夕
霧
の
子
ど
も
を
語
り
分
け
る
必
要
性
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

玉
鬘
の
大
君
の
婚
姻
譚
を
は
じ
め
、
兄
弟
の
中
で
は
登
場
機
会
の
比
較
的
多
い

蔵
人
少
将
で
さ
え
、
童
殿
上
は
Ｇ
で
兄
弟
と
一
括
し
て
語
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、

他
の
兄
弟
と
の
差
異
化
が
図
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
竹
河
」
巻
で
蔵
人
少

将
か
ら
三
位
中
将
、
宰
相
中
将
へ
の
昇
進
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
を
童
殿

上
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
か
く
の
ご
と
く
、
息
子
た
ち
の
童
殿
上

に
は
語
ら
れ
る
個
々
人
に
寄
与
す
る
例
が
な
い
。
そ
し
て
、
物
語
の
登
場
人
物

と
し
て
の
個
性
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

夕
霧
の
子
ど
も
た
ち
の
童
殿
上
は
、殿
上
す
る
童
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
は
大

き
い
と
言
え
な
い
が
、立
て
続
く
童
殿
上
は
一
統
の
勢
い
を
表
す
上
で
非
常
に
効

果
的
だ
。ま
た
、Ｄ
・
Ｇ
・
Ｈ
の
三
例
を
つ
な
ぐ
と
、執
り
行
う
大
人
の
側
の
状

況
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
次
の
光
源
氏
の
発
言
を
見
て
み
よ
う
。

・
家
に
生
ひ
出
づ
る
童
べ
の
数
多
く
な
り
に
け
る
を
御
覧
ぜ
さ
せ
む
と
て
、

舞
な
ど
習
は
し
は
じ
め
し
、

（
若
菜
下
―
四
―
二
七
五
）

・
か
の
大
将
と
も
ろ
と
も
に
見
入
れ
て
、
舞
の
童
べ
の
用
意
、
心
ば
へ
よ

く
加
へ
た
ま
へ
。

（
若
菜
下
―
四
―
二
七
七
）

前
者
で
は
朱
雀
院
の
御
賀
に
合
わ
せ
て
自
家
の
子
ど
も
を
披
露
す
べ
く
舞
を
習

わ
せ
始
め
る
と
、
後
者
で
は
夕
霧
と
と
も
に
柏
木
に
も
舞
の
指
導
を
依
頼
す
る

と
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
源
氏
の
意
向
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
る
。
童
殿
上
し

た
三
人
へ
の
舞
の
指
導
に
主
体
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｄ
の
童
殿
上

に
際
し
て
も
、
祖
父
光
源
氏
の
影
響
力
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

朱
雀
院
五
十
賀
に
向
け
た
Ｄ
で
は
源
氏
の
積
極
的
な
関
わ
り
が
看
て
取
れ
た

が
、
Ｇ
に
お
い
て
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
う
か
が
え
ず
、
夕
霧
の
行
動
も
見
え

て
こ
な
い
。「
幻
」
巻
の
童
殿
上
で
の
限
定
的
な
語
り
か
ら
は
、
こ
の
童
殿
上

で
源
氏
と
夕
霧
の
ど
ち
ら
が
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
知
る
手
が
か

り
を
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

Ｈ
は
、
光
源
氏
亡
き
「
宿
木
」
巻
の
出
来
事
で
あ
り
、
父
夕
霧
の
威
勢
が
如

実
に
示
さ
れ
る
。「
若
菜
下
」
巻
の
童
舞
と
比
す
れ
ば
、
夕
霧
が
一
家
の
長
と

し
て
家
を
差
配
す
る
象
徴
的
な
場
面
と
も
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｄ
で
は
童
舞
を
機
に
自
家
の
子
ど
も
を
披
露
し
よ
う
と
す
る
源
氏
の
企
図
が
、

Ｇ
で
は
源
氏
と
夕
霧
の
い
ず
れ
の
動
向
も
見
え
な
い
状
態
が
、
Ｈ
で
は
七
男
が

帝
か
ら
褒
美
を
賜
り
満
座
の
中
で
拝
舞
す
る
夕
霧
の
姿
が
読
み
取
れ
る
。
童
殿

上
が
語
ら
れ
る
節
目
ご
と
に
、
源
氏
か
ら
夕
霧
へ
と
実
権
が
移
行
す
る
過
程
が

表
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
祖
父
・
父
の
関
与
の
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あ
り
方
も
ま
た
、
童
殿
上
が
家
の
相
続
の
一
端
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、夕
霧
家
を
め
ぐ
る
童
殿
上
は
、個
々
の
人
物
を
浮
揚
さ
せ
る

た
め
に
は
機
能
せ
ず
、家
の
発
展
や
継
承
の
過
程
を
詳
ら
か
に
す
る
も
の
と
言
え

る
。夕
霧
自
身
の
場
合
に
は
、物
語
の
表
舞
台
に
上
が
る
に
あ
た
っ
て
個
性
を
付

与
す
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
が
、
夕
霧
の
子
ど
も
た
ち
の
場
合
に
は
、
童
殿
上

が
作
中
人
物
と
し
て
の
活
躍
に
は
結
び
付
か
な
い
。
む
し
ろ
、
夕
霧
子
息
の
童

殿
上
は
、
加
速
す
る
家
の
発
展
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅷ
、
ま
と
め

こ
れ
ま
で
物
語
に
お
い
て
年
齢
が
判
明
す
る
童
殿
上
に
つ
い
て
考
察
を
進
め

て
き
た
。
物
語
が
語
る
年
齢
に
は
明
ら
か
な
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
語

ら
れ
な
い
年
齢
や
童
殿
上
の
開
始
時
期
を
確
定
さ
せ
な
い
こ
と
に
も
作
意
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
物
語
に
お
い
て
年
齢
が
関
係
す
る
の
は
、
良
家
の
子
弟

の
童
殿
上
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
夕
霧
の
子
は
、
七
歳
な
い
し
八
歳
と
物
語

中
最
も
早
く
童
殿
上
す
る
。
一
方
、
頭
中
将
や
鬚
黒
の
子
が
七
歳
で
童
殿
上
を

始
め
る
例
は
な
い
。
童
殿
上
の
年
齢
は
、
他
の
家
々
と
夕
霧
一
族
を
弁
別
す
る

こ
と
に
な
る
の
だ
。

そ
れ
で
は
、夕
霧
自
身
の
童
殿
上
も
含
め
、親
子
二
世
代
に
渡
る
童
殿
上
が
語

ら
れ
る
こ
と
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。夕
霧
が
父
光
源
氏
の
後
を
い
か
に
継

い
で
い
く
か
は
、
物
語
で
詳
ら
か
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

物
語
に
お
け
る
童
殿
上
の
年
齢
へ
の
語
り
を
契
機
に
夕
霧
父
子
の
童
殿
上
を
読

み
解
く
と
、
夕
霧
が
自
家
を
発
展
さ
せ
る
政
治
的
状
況
の
一
端
が
見
え
て
く
る
。

第
二
部
・
第
三
部
と
立
て
続
け
に
息
子
が
童
殿
上
を
果
た
し
、
物
語
を
通
し

て
家
の
繁
栄
が
語
ら
れ
る
。
年
齢
を
問
わ
ず
童
殿
上
全
体
で
各
三
例
の
頭
中
将

家
・
鬚
黒
家
に
対
し
、
六
例
に
及
ぶ
夕
霧
の
子
の
童
殿
上
は
夕
霧
家
の
活
況
を

印
象
付
け
る
。
そ
し
て
、
夕
霧
息
の
童
殿
上
は
、「
若
菜
下
」
巻
か
ら
「
宿
木
」

巻
ま
で
と
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
の
動
向
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
点
も
類
を
見
な
い
。

童
殿
上
が
夕
霧
の
み
な
ら
ず
、
次
の
世
代
ま
で
引
き
継
が
れ
、
家
の
隆
盛
を
物

語
る
あ
り
方
は
、
物
語
が
い
か
に
夕
霧
家
に
童
殿
上
を
意
識
的
に
用
い
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
証
左
と
言
え
よ
う
。
夕
霧
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
童
殿
上
は
、

親
子
で
そ
の
役
割
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
物
語
の
進
展
に
即
し
て
家
格
の
上
昇

を
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。

注
（
１
）
青
木
慎
一
「
夕
霧
と
童
殿
上
―『
源
氏
物
語
』
澪
標
巻
の
「
内
裏
、
春

宮
の
殿
上
か
ら
」―
」『
中
古
文
学
』
第
百
号
記
念
号
、
２
０
１
７
・
１１

（
２
）
服
藤
早
苗
『
平
安
王
朝
の
子
ど
も
た
ち

王
権
と
家
・
童
』
吉
川
弘
文

館
、
２
０
０
４

（
３
）
服
藤
早
苗
「
童
殿
上
の
成
立
と
変
容
―
王
権
と
家
と
子
ど
も
―
」『
平

安
王
朝
の
子
ど
も
た
ち

王
権
と
家
・
童
』（
注
２
）

（
４
）
本
稿
で
は
、
頭
中
将
の
呼
称
に
つ
い
て
昇
進
後
も
変
更
し
な
い
。
ま
た
、

頭
中
将
の
次
男
に
対
し
て
は
「
弁
少
将
」
の
呼
称
を
一
貫
し
て
用
い
る
。

（
５
）
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
四
月
十
日
条
。
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（
６
）
表
中
で
□
で
囲
っ
た
場
面
は
童
殿
上
開
始
時
の
年
齢
と
合
致
す
る
例
を

示
す
。
ま
た
、
年
齢
表
記
で
網
掛
け
を
用
い
た
部
分
は
年
立
て
や
本
文
の

記
述
か
ら
の
推
定
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
７
）
強
い
て
言
え
ば
、
こ
の
二
人
の
ど
ち
ら
か
が
後
の
蔵
人
少
将
で
あ
る
が
、

上
の
子
か
下
の
子
か
は
識
別
で
き
な
い
。

（
８
）
「
夕
霧
」
巻
で
語
ら
れ
る
男
子
の
振
り
分
け
に
つ
い
て
は
、
四
郎
君
と

五
郎
君
で
庶
嫡
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
引
用
本

文
の
ま
ま
解
釈
す
る
。

（
９
）
服
藤
早
苗
「
舞
う
童
た
ち
の
登
場
―
王
権
と
童
―
」『
平
安
王
朝
の
子

ど
も
た
ち

王
権
と
家
・
童
』（
注
２
）

（
１０
）
浅
尾
広
良
「
主
人
公
の
心
を
照
ら
す
夕
霧
の
子
ど
も
た
ち

若
君
・
蔵

人
少
将
・
六
の
君
」
久
保
朝
孝
・
外
山
敦
子
編
『
端
役
で
光
る
源
氏
物
語
』

世
界
思
想
社
、
２
０
０
９（

あ
お
き
し
ん
い
ち

本
学
日
本
学
研
究
所
研
究
員
）

付表：古記録類において年齢が確認できる童殿上の例

※本表は「夕霧と童殿上―『源氏物語』澪標巻の「内裏、春宮の殿上」から―」
（注１）で用いた表を再掲したものである。
＊史料年月日は、賀宴の準備を記す『小右記』に拠る。『権記』・『栄花物語』
は賀宴当日（同年１０月１３日）、『中右記』は両日を記載。
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